
[bookmark: _Hlk220087964]（様式１－２）
中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（よろず支援拠点生産性向上支援センター事業）埼玉県よろず支援拠点「生産性向上支援サポーター」に係る応募申請書

	[bookmark: _Hlk217675224]整理番号
（記入不要）
	[bookmark: _Hlk217661976]R8.4-CO/S

	ふりがな　　　
氏　名　　
	写真貼付欄
縦4㎝×横3㎝

上半身脱帽、正面向き
3か月以内に撮影
（添付する写真の裏には
名前をご記入ください。）


	生年月日：　昭和・平成　　年　　月　　日
	 年齢　　　 歳
	

	郵便番号：（〒　　　－　　　　）
住　所　：
電　話　：（　　　　－　　　　－　　　　）
電子メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最寄り駅：（　　　　　　線　　　　　駅）
（最寄り駅まで　バス（　　分）、自転車(　　分)、徒歩（　　分））
	

	
	インボイス登録
有・無

	健康状況
☐　良好　　　　☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	上記の内容及び履歴書の内容に相違ありません。また、欠格事項※には該当しません。
☐　上記記載内容及び履歴書の内容に相違ありません。
☐　応募日現在、欠格事項※１には該当しません


[bookmark: _Hlk217675239]
	（紹介経路）この募集を何で知りましたか
☐　当公社のホームページ
☐　診断協会からの連絡（連絡のあった協会名：　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐　その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



※欠格事項
・禁錮（きんこ）以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人。
・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人 
・平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている人（心神耗弱を原因とするもの以外）





生産性向上支援サポーター

（様式２－２）
履歴書　エントリーシート※各記入欄は、必要により加減してください。


R8.4-CO/S　令和　　年　　月　　日現在
	ふりがな
氏　名
	　
　

	業務可能な事案数・曜日等（１事案は概ね１日程度の業務量とします）
（例）月●日／週●日　等

	


	コーディネーターへの興味について　
※採用後、コーディネーターの業務を希望する方に、拠点内公募を行う予定です。コーディネーターへの応募に興味がありますか？　
　☐ ある（生産性向上支援サポーターとコーディネーター、双方の業務に従事したい）　
　☐ ない（生産性向上支援サポーターのみの業務従事を希望する）


[bookmark: _Hlk217675784]
· 学歴・職歴、免許・資格
	年
	月
	学歴・職歴（各別にまとめて書く）

	
	
	

	
	
	

	
	
	職歴

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



	年
	月
	免許・資格

	
	
	

	
	
	

	
	
	




· 応募理由　
	









· 自己ＰＲ　
	



· あなたが考える埼玉県内中小企業への支援のあり方　
	



· あなたの得意分野、保有スキル、人的ネットワーク　　
	



· これまでの企業支援（内容、成果、経験から得たもの）　
	



· ご自身が支援しうると考える業種を選択してください。（複数選択可）
※中小企業診断士等、業種を問わず中小企業支援全般が強みである場合は、⓪を選択の上、特に支援が得意な業種を①～⑩から選択してください。
※事業会社出身等、これまでに中小企業支援の経験がない場合にも、ご自身の知見や今後の学習等により支援が可能と思われる業種を幅広に選択ください。
※採用後、ここで選択した業種以外の支援も対応いただく場合があります。

	☐
	⓪全般

	☐
	①飲食業

	☐
	②宿泊業

	☐
	③小売業

	☐
	④生活関連サービス業（理容業、美容業、クリーニング業、冠婚葬祭業）

	☐
	⑤その他サービス業（自動車整備業、ビルメンテナンス業）

	☐
	⑥製造業（中小製造業、食品製造業）

	☐
	⑦運輸業

	☐
	⑧建設業

	☐
	⑨警備業

	☐
	⑩その他（具体的に：　　　　　　　　　）







生産性向上支援サポーター


[bookmark: _Hlk217676326]（様式３－２）

令和　　年　　月　　日

公益財団法人埼玉県産業振興公社
理事長　秋友　一広　様

　　　　（署名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

暴力団排除に関する誓約書


中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（よろず支援拠点生産性向上支援センター事業）における埼玉県よろず支援拠点「生産性向上支援サポーター」に応募するにあたり、私（法人である場合は当社、団体である場合は当団体）は、以下のいずれにも該当しません。
この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。

１　法人等（個人、法人又は団体をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）であるとき又は法人等の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。以下同じ。）が、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき
２　役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき
３　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき
４　役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれと社会的に非難されるべき関係を有しているとき


